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【 特別企画 I & II 】 

 

AI時代のコミュニケーション 

―コミュニケーション学は持続可能か― 

 

企画主旨 

吉武 正樹 

（福岡教育大学） 

 

人工知能（AI）なんて遠い未来のことだと思っていた。天馬博士が鉄腕アトムに命を吹き込ん

だのは 2003年、アトムに似た『ジェッターマルス』は主題歌の通り「時は 2015年」の設定であ

る。マイルストーンであったこれらの年を私たちはいつしか通過し、人工知能の発展はまだ夢物

語のようにさえ感じていた。それがどうだ。気づくと、私たちの日常生活は次第に人工知能（AI）

技術によって支えられつつあるではないか。今では多くの人が当然のようにスマホに語りかけ、

YouTube の自動生成の字幕を参照する。運転する車は自動でブレーキがかかり、斜線をはみ出す

前に音で知らせハンドルを制御する。自動掃除機を ON にして外出したり、冷蔵庫の中身を外か

ら確認したりしている人もいるだろう。また、私たちが特に意識していないところでも、病院で

受診した検査が AI技術によって解析されていることもあるかもしれない。こうした流れは、不可

逆的に私たちの生活を変えつつある。 

AI 技術のなかでも特に生成 AI は、このわずか数年で一気に身近な存在となった。発端となっ

たのは、OpenAIによる 2022年 11月の ChatGPTの一般無料公開だろう（関口, 2023）。野村総合

研究所（野村総合研究所, 2024）によると、無料公開から半年弱の 2023年４月にはすでに認知率

が 61.3%に高まり、2024 年９月の調査では 72.2%へと上昇した。同じく利用率についても 12.1%

から 20.4%への上昇を見せている。大人も学生も、今や専門家に尋ねるようにいくつかの生成 AI

で情報を調べ、英語ネイティブにお願いするように英語の訂正を依頼し、何時間もかけて要約し

ていた文献の要点を一瞬でまとめさせている。 

確かに、生成 AIの「知性の高さ」には驚嘆させられる。しかし基本的には、ほとんどの人にと

って生成 AIは複雑なブラックボックスだ。それは学習データに基づいたアルゴリズムによって出

力された単なる「記号の連なり」でしかないが、利用者は時に考えもせずにそれらをあたかも「事

実」や「正解」であるかのように受け取ってしまう。生成 AIをはじめとする AI技術が日常生活

の隅々に深く浸透しつつある今日、私たちのコミュニケーションの在り方もよくも悪くも大いに

変化するだろう。このことは同時に、コミュニケーション研究におけるコミュニケーションへの

アプローチにおいても刷新が求められるということも意味する。 
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2024 年 11 月 30 日、鹿児島大学にて第 31 回日本コミュニケーション学会九州支部大会が開催

された。以上のような潮流を受け、大会テーマを「AI時代のコミュニケーション―コミュニケー

ション学は持続可能か―」とし、関連する２つの講演を企画した。『九州コミュニケーション研究』

第 23号では、これらを「特別企画」として掲載することとした。 

特別企画 Iは、主テーマである「AI時代のコミュニケーション」に関する、鹿児島大学高等教

育研究開発センター長・伊藤奈賀子氏による基調講演「大学教育でいかに学生と、そして、生成

AIと向き合うか」の講演記録である。特別企画 IIは、副テーマ「コミュニケーション学は持続可

能か」に焦点を当て、直近３代の支部長が行った九州支部 30周年記念特別講演をもとにした３本

の論考である。どちらも身近で日々の教育や研究に関係が深いテーマであり、大会当日は活発な

質疑応答まで含め、刺激的な時間となった。本特別企画が、会員や読者に内省と新たな視点をも

たらすことになれば幸いである。 

 

引用文献 

関口和一（2023）「第 4次 AIブーム呼ぶ ChatGPT」一般財団法人日本経済研究所.  

https://www.jeri.or.jp/survey/第 4次ａｉブーム呼ぶ chatgpt/（2025年１月２日閲覧） 

野村総合研究所（2024）「日本の ChatGPT 利用動向（2024 年９月時点）～男性中高年層や女性若

年層へ利用が広がる～」. 

https://www.nri.com/jp/knowledge/report/20241016_1.html（2025年１月２日閲覧） 

 

 


